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１．目 的 

近畿地域には多くのブランド和牛が存在するが、地元での子牛（素牛）の生産頭数は年々

減少しており、その背景には、飼料費、特に代用乳価格の高騰と、ほ乳期子牛の損耗や発

育不良による素牛生産農家の収益低下がある。そこで本研究では、和牛子牛の人工ほ乳に

おける飼料費の低減と発育改善を図るため、チーズの製造副産物として大量に産出される

ホエー（乳清）のみをタンパク質源とした新しい代用乳（ホエー代用乳）の開発と商品化

を目指す。初年度の取り組みとして、ホエー代用乳の給与による子牛の発育を検討した。 

 

２．方 法 

 試作した種々のホエー代用乳と従来の脱脂乳代用乳を用いて、黒毛和種子牛への給与試

験を実施した。ほ乳期間は生後 2～63 日とし、期間中定期的に体重・体高・血液成分・糞

水分の測定を行うとともに、毎日の飼料摂取量と糞便スコアを記録した。 

実験１ タンパク質濃度の検討（供試牛：13 頭×3 区） 

ホエー代用乳のタンパク質濃度（CP）の適正水準を検討するため、CP26％および CP22%

のホエー代用乳を給与する区（W26 区、W22 区）を設け、CP26%の脱脂乳代用乳を給与する

対照区との 3 区間でデータを比較した。 

実験２ β－カロテンの添加による下痢予防効果の検討（供試牛：11 頭×3 区） 

ホエー代用乳へのβ－カロテンの添加による下痢予防効果を検討するため、CP26％のホ

エー代用乳およびこれにβ－カロテンを添加したものを給与する区を設け、CP26%の脱脂乳

代用乳を給与する対照区との 3 区間でデータを比較した。 

 

３．結果および考察 

実験１ タンパク質濃度の検討 

ほ乳全期間を通しての 1 日当たりの体重増加量（DG）には、3 区間に有意差は認められ

なかったが、生後 57～63 日における DG は対照区の 0.94kg／日に対し、W22 区では、0.71kg

／日と有意に低かった。また、期間中の体重の増加も W22 区は他の 2 区より低めに推移し

た。体高、飼料摂取量、糞便スコア、糞水分については 3 区間に差はなかった。 

実験２ β－カロテンの添加による下痢予防効果の検討 

DG および体重、体高の推移、飼料摂取量について 3 区間に差は認められなかった。しか

し、糞便スコア、糞水分についても 3 区間に差はなくβ－カロテンの添加による下痢予防

効果は認められなかった。 

以上の結果から、ホエーのみをタンパク質源とする代用乳（CP26%）を和牛子牛に給与す

ることにより、従来の脱脂乳代用乳の給与と比べ遜色のない発育が得られることが示され

た。現在、血液成分の解析および生産コストの試算を実施中である。 




